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学位論文内容の要旨 

 [目的]  

本研究の目的は，在宅介護において，高齢者夫婦がともに「生きる希望」をもつことに関連する要因

を明らかにすることである。  

[方法]  

妻が夫を介護する夫婦110組と夫が妻を介護する夫婦58組を対象に質問紙調査を実施し，「生きる希望

や目的がある」を従属変数とするロジスティック回帰分析を行った。  

[結果]  

妻が夫を介護している夫婦がともに「生きる希望」をもつことに関連していたのは，夫と妻ともに

「抑うつ傾向がないこと」，夫が「いま，自分にできる限りの力を尽くしていること」であった。夫

が妻を介護している夫婦では，夫が「75歳以上」「体の痛みにより普段の生活が妨げられないこ

と」，妻に「抑うつ傾向がないこと」であった。 

[結論]  

妻が夫を介護する夫婦では，夫婦ともにうつの発症と進行を予防し，夫の自己肯定感を高める支援が

必要であり，夫が妻を介護する夫婦では，夫の身体症状を管理し，妻のうつの発症と進行を予防する

支援が必要である。  
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論文審査結果の要旨 

 

 


